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令和６年度広島県食品衛生監視指導計画に基づく実施結果（概要） 

「食品衛生法」及び「広島県食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」に基づき策定し

た「令和６年度広島県食品衛生監視指導計画」の実施結果について取りまとめました。 

 

Ⅰ 監視指導の範囲 

 
広島県内（保健所設置市である広島市、呉市、福山市を除く※。） 
※ 食品衛生法の規定により、監視指導計画の策定・結果公表は県及び保健所設置市がそれぞれ行うことと

なっています。 

 
Ⅱ 監視指導の期間 

 
令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 
Ⅲ 監視指導結果 

 
１ 年間立入検査件数（保健所、食肉衛生検査所実施） 

営業施設等の衛生状態、使用原材料・製品のリスク

等を考慮して、施設ごとに監視する回数を設定し、広

域流通食品製造施設、大量調理施設などを中心に重点

的、効果的な監視指導を実施しました。 

 

 
計画件数 実施件数 達成率 

19,000件 17,618件 93％ 

 

２ 年間試験検査等件数（保健所、総合技術研究所保健環境センター、登録検査機関実施） 

収去検査（食品衛生法に基づく食品等の検査）及び水産食品のモニタリング検査を実

施した結果、違反件数は１件、違反率は 0.03％でした。 

 

検査項目 
検査対象食品

等 
計画件数  検査件数 違反件数 

収
去
検
査
等 

食品添加物等 各種食品 

3,400検体 
うち輸入食品 
240検体 

 

3,165件 
うち輸入食品 

254件 
 

 

＜達成率＞ 

93％ 
うち輸入食品 

106％ 

1件 
うち輸入食品 

0件 
 

 

＜違反率＞ 

0.03％ 
うち輸入食品 

0％ 

細菌 各種食品  

残留農薬 
農産物、牛乳、輸入食

肉 
 

遺伝子組換え 野菜、その加工品  

アレルギー物質 そうざい、菓子類  

生かき成分規格 生かき  

有害物質 魚介類、鶏卵、鶏肉  

抗菌性物質 魚介類、食肉  

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査 

かき養殖海域の細

菌数等 
海水、かき  

貝毒 
かき、アサリ、ムラサ

キイガイ 
 

有機塩素系物質 

・重金属 
かき  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【違反食品の内容：1件】 

食品名 違反等内容 

牛乳 細菌数及び大腸菌群（1件） 
注) （ ）内は違反件数 

３ 一斉監視（保健所、食肉衛生検査所実施） 

施設に立入調査を行い、衛生管理の徹底や不適正表示の改善及び不良食品の排除など

の指導をしました。 

 

一斉監視 実施内容 

夏期食品一斉監視 

（R6.7.1～8.31） 

 監 視 件 数 ： 3,709 件 

 指 導 件 数 ： 151 件 

 試験検査件数： 391 件 

年末食品一斉監視 

（R6.12.1～12.31） 

 監 視 件 数 ： 3,439 件 

 指 導 件 数 ： 206 件 

 試験検査件数： 140 件 

夏の食中毒予防期間 

重点施設監視 

（R6.6.1～9.30） 

 監 視 件 数 ： 5,835 件 

 指 導 件 数 ： 225 件 

 試験検査件数： 808 件 

 講 習 会 開 催 回 数： 86 回 

ノロウイルス食中毒予防期間 

重点施設監視 

（R6.11.1～R7.1.31） 

 監 視 件 数 ： 6,027 件 

 指 導 件 数 ： 278 件 

 講 習 会 開 催 回 数 ： 27 回 

食品表示適正化推進月間 

一斉監視 

（R6.12.1～12.31） 

 監 視 件 数 ： 2,488 件 

 指 導 件 数 ： 21 件 

 表示講習会開催回数： 1 回 

食品衛生機動班による 

重点監視（12件/年） 
 監 視 件 数 ： 12 件 

 

４ 食品等別重点監視指導・検査（保健所、食肉衛生検査所実施） 

大規模な健康被害の発生や食品表示の偽装等を未然に防止する
ため、広域流通食品などの重点的な監視指導等を実施しました。 
また、安全な食肉の流通確保のため、食鳥検査を実施しました。 

 

重点監視 実施内容 

生かき 

 作業場監視件数： 779 件 

 収去検査等件数： 369 件 

 生産者衛生講習会等開催： 11 回 

広域流通食品等 

（菓子、清涼飲料水等） 

 製造施設監視件数： 3,134 件 

 うち広域流通施設： 501 件 

 
衛生管理及び記録の作成・保存の徹底 

消費期限等の設定根拠の確認 

食鳥検査  検査件数（鳥）： 3,557,564 羽 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 食中毒等健康危害発生時の対応 

 
食中毒事件に際し、「広島県食中毒対策要綱」に基づき迅速かつ的確な調査を行い、原

因究明、拡大防止及び再発防止を図りました。 

  発生件数 有症者数 死者数 

集団食中毒 
（有症者 6 名以上の食中毒） 

10件 257人 0人 

散発食中毒 4件 4人 0人 

合計 14件 261人 0人 

注）令和６年（R6.1～R6.12）に広島県内（保健所設置市を含む。）で発生した食中毒 

Ⅴ 食品等事業者の自主的衛生管理の推進 

 
１ 食品衛生講習会及び食品衛生責任者養成講習会の開催 

食中毒予防や食品表示に関する講習会、食品衛生管理の中心的な役割を担う食品衛生責
任者の養成講習会等を実施しました。 

 食品衛生講習会  食品衛生責任者養成講習会※ 

開催回数 参加者人数  開催回数 参加者人数 

158回 4,084人  28回 839人 

※ 一般社団法人広島県食品衛生協会に委託して実施 
２ 広島県食品自主衛生管理認証制度の推進 

    事業者の自主主衛生管理体制を推進するため、認証取得の取組みを支援しました。 

 
業種（全 21業種） 

認証施設数の推移 

R6.3 R7.3 

仲買事業者であって、「むき身したかき」若しくは「詰

合せしたかき」を集荷して詰合せ、他に出荷する事業 15施設 15施設 

菓子製造業（パン） 0施設 0施設 

菓子製造業（和生菓子） 11施設 11施設 

菓子製造業（洋生菓子） 5施設 5施設 

菓子製造業（その他の菓子） 12施設 12施設 

弁当･そうざい製造業（配送･卸売り） 17施設 17施設 

弁当･そうざい製造業（店頭売り） 3施設 3施設 

煮豆･佃煮製造業 8施設 8施設 

加工のり製造業 7施設 7施設 

鶏卵選別包装施設（GPセンター） 1施設 1施設 

食酢･加工酢製造業 0施設 0施設 

みそ製造業 3施設 3施設 

めん類製造業 5施設 5施設 

ソース類製造業（ウスターソース類） 0施設 0施設 

ソース類製造業（その他のソース類） 0施設 0施設 

ふりかけ類製造業 3施設 3施設 

漬物製造業 1施設 1施設 

かき加工品（冷凍）製造業 2施設 2施設 

食品販売業 2施設 4施設 

食肉販売業 1施設 1施設 

魚介類販売業 3施設 3施設 

合計 99施設 101施設 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県食品安全推進協議会 

２ 消費者への情報提供 

（１）啓発等  

県ホームページ、広報誌、SNS等により

食中毒予防、食品の安全に関する情報等を

提供するとともに、監視指導の実施状況に

ついて、公表しました。 

（２）講習会等の開催 

農薬の適正使用や食品衛生に関する情

報提供に努めました。 

 

 

項目 実施内容 

広島県食品安全

推進協議会 

開催回数：  2 回 

参加者数： 63 人 

広報・講習会等 
広報回数： 13 件 

開催回数： 28 件 

 

Ⅵ 関係者相互の情報及び意見交換（リスクコミュニケーション）の実施 

 

 
１ 県民との意見交換 

（１）広島県食品安全推進協議会の開催 

消費者、生産者、事業者、市町の代表及び学識経験者

並びに行政関係者による食品の安全対策に関する意見交

換や次年度の食品衛生監視指導計画等について検討しま

した。 

（２）リスクコミュニケーションの推進 

  食品の安全・安心確保対策や食品衛生等についての講

習会等を開催し、参加者との意見交換を行いました。 

また、関係団体主催のシンポジウムに参加しました。 

 

 

 

 

 参考 

 

 
１ 監視指導の体制 

 機  関 

県保健所生活衛生課・衛生環境課 

（４保健所３支所） 
県食肉衛生検査所 県庁食品生活衛生課 

 
２ 試験検査体制 

 機  関 

県保健所試験検査課 

（２保健所） 
県食肉衛生検査所 

県立総合技術研究所 

保健環境センター 
登録検査機関 

 
３ 人材育成 

新任食品衛生監視員等研修会の開催及び各種研修会への派遣により、食品衛生監視員及

び食鳥検査員等の知識、技術の向上に努めました。(26回） 

 

４ 関係機関との連携 

大規模・広域的な食中毒や食品等の違反事

案に対応するため、国及び他の自治体等と情

報交換を図るとともに、県内の保健所設置市

や国の関係機関、県庁関係部局と食品の安

全、表示対策に係る連絡会等を開催し、連携

に努めました。 

 

 

項目 実施回数 

国及び他の都道府県との連携 11 回 

県内保健所設置市との連携 11 回 

県関係部局との連携 5 回 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度広島市食品衛生監視指導計画に基づく 

監視指導結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市健康福祉局 
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Ⅰ 趣旨 

  広島市では、市民が安心して食を楽しむことができるまちづくりを目指すために、令和６年度広

島市食品衛生監視指導計画を定め、食の安全・安心を確保するための取組を行いました。 

ここに令和６年度の監視指導結果をお知らせします。 

   

Ⅱ 実施期間 

  令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

 

Ⅲ 監視指導体制の整備と連携の確保 

 １ 市役所内部の連携 

   市民局消費生活センターを始めとする１９の関係課で構成する「食の安全・安心ネットワー

ク」により食の安全・安心に関する情報を共有するとともに、農林水産部水産課と協力して貝毒

検査を実施するなど関係課と連携して取り組みました。 

 

２ 国や関係自治体等との連携 

   大規模食中毒や違反食品による健康被害の発生・拡大防止を図るため、立入検査や食中毒に関

連した調査などを厚生労働省や広島県内の自治体と連携して実施しました。また、政令指定都市

や瀬戸内沿岸の関係自治体で構成する会議で意見交換や情報共有を行いました。 

連携先 連携内容 

厚生労働省 

（中国四国厚生局、検疫所を含む。） 

食中毒の発生時の情報共有 

総合衛生管理製造過程承認施設や対米対ＥＵ輸出水産食

品加工施設の立入検査 

輸入食品や市外流通品に係る違反情報の共有 

最新知識の情報共有 

消費者庁 食品表示基準違反情報の共有 

関係自治体 

食中毒に関連した調査 

輸入食品や広域流通品に係る違反情報の共有 

会議での情報共有 

 県内の自治体 

（広島県、福山市、呉市） 

一斉監視（広島県食中毒予防月間、広島県食品表示適正

化推進月間） 

 

Ⅳ 効果的・効率的な監視指導の実施 

１ 食品関係施設への立入検査 

飲食店などの食品営業許可を要する施設や食品販売店、給食施設などの食品営業許可を要しな

い施設に対して延べ１７，３９７件の立入検査を行いました。食品の特性や食中毒の発生状況、

施設の規模などを考慮して定めた監視指導項目に沿って指導を行うとともに、ＨＡＣＣＰ導入及

び運用のための指導、助言を行いました。 

また、食品を大量に調理・製造する施設やハイリスク食品の提供施設などに対しても、例年ど

おり立入検査を実施し、立入検査の実施件数は目標件数を上回りました。 
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回数/年 
対象施設 立入検査 

調理・製造・加工施設 流通・販売施設 目標件数 実施件数 

 

 

 

 

２回以上 

 

 

 

 

・弁当調理施設のうち１回 300

食以上又は1日750食以上を

提供する施設（大量調理施

設） 

・全国的に流通する食品を大量

製造する施設 

・大規模宿泊施設 

・かきを処理する施設 

・広島市中央卸売 

市場内施設 

・デパート、ショ 

ッピングモールな 

どの大規模小売店 

１５，１００ １７，３９７ 

１回以上 

・ハイリスク食品提供施設 

・前年度食中毒事件発生施設 

・中規模宿泊施設 

・規格基準のある食品を大量製

造する施設 

・大規模食肉処理施設 

・団体利用施設 

・スーパーマーケ 

ットなどの中規模 

小売店 

1/6 回 

以上 
・上記以外の要許可施設など 

・個人商店、コン 

ビニエンスストア 

などの小規模小売 

店 

 

２ 食品等の試験検査 

⑴ 検査件数 

市内に流通する食品１，１９４検体の食中毒菌、食品添加物などの検査を実施し、安全性を

確認しました。 

         （ ）内は違反件数 

区分 試験検査項目 主な対象食品 
検査件数 

目標数 実施数 

食中毒予防対策 

（微生物検査） 

食中毒起因菌など 食肉、野生鳥獣肉、鶏卵など 

１,３５０ 

１,１９４ 

うち 

輸入食品 

５８ 

(１) 

衛生規範、成分規格 

弁当、そうざい、洋生菓子、生めん

類、乳製品、食肉製品、冷凍食品、生

かきなど 

食品安全対策 

（理化学検査） 

食品添加物、成分規格な

ど 

加工食品、輸入かんきつ類、食肉製

品、乳、清涼飲料水、容器包装など 

アレルギー物質、遺伝子

組換え食品、環境汚染物

質 

加工食品、穀物加工品、鮮魚介類など 

塩分濃度、ｐＨなど 生かき、漬物、食肉製品など 

農薬安全対策 残留農薬 野菜、果物、鶏肉など 

畜水産食品対策 残留動物用医薬品など 
食肉、鶏卵、養殖魚など 

食肉（牛、豚）【食肉衛生検査所実施】 

輸入食品対策 成分規格、添加物など 輸入食品（菓子、野菜果物など） 

貝毒対策 貝毒 アサリ、かき 

食肉衛生対策 
【食肉衛生検査所実施】  

細菌 食肉（牛、豚など） 

⑵ 違反状況 

食品などの試験検査を実施し、成分規格に違反した食品を１件発見し、当該食品の加工者を

所管する自治体に調査等を依頼しました。 
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 ⑶  農薬安全対策と畜水産食品対策（再掲） 

２６３検体の農畜水産物などの検査を実施し、農薬や動物用医薬品などが基準値を超えて残

留していないことを確認しました。 

           （ ）内は違反件数 

試験検査項目 
検査件数 

農産物 畜産物 水産物 合計 

残留農薬 ５３（０） １５（０） ― ６８（０） 

残留動物用医薬品 ０（０） １７（０） ６（０） ２３（０） 

抗生物質のスクリーニング検査 ０（０） １６６（０） ６（０） １７２（０） 

合計 ５３（０） １９８（０） １２（０） ２６３（０） 

⑷ 貝毒対策（再掲） 

本市農林水産部水産課と連携し、２６検体の市内で採取された二枚貝の検査を実施し、毒化

状況に違反がないことを確認しました。 

（ ）内は違反件数 

試験検査項目 
検査件数 

アサリ かき 合計 

麻痺性貝毒 ７（０） １６（０） ２３（０） 

下痢性貝毒 １（０） ２（０） ３（０） 

合計 ８（０） １８（０） ２６（０） 

   ⑸ 食肉衛生対策（再掲） 

と畜場における衛生管理の実施状況の効果を確認するため、１４４検体のと畜処理された

牛、豚の枝肉表面の検査を実施しました。 

試験検査項目 
検査件数 

牛 豚 合計 

拭き取りによる枝肉検査（生菌数） １８ ６ ２４ 

拭き取りによる枝肉検査（腸内細菌科菌群数） １８ ６ ２４ 

切除法による枝肉検査（生菌数） ６０ ６０ １２０ 

切除法による枝肉検査（腸内細菌科菌群数） ６０ ６０ １２０ 

 

３ 違反発見時の対応  

発見した違反については、違反の内容に応じて、営業の禁止などの行政処分や再発防止の指導

を行いました。（他都市などからの情報提供を含む。） 

区

分 

食品衛生法 食品表示法 

合計 

食
中
毒
・
腐
敗
等 

（
第
六
条
（
第
四
号
を
除
く
）） 

異
物
混
入
等 

（
第
六
条
第
四
号
） 

規
格
基
準
違
反 

（
第
十
三
条
第
二
項
（
第
六
十

八
条
準
用
規
定
を
含
む
）） 

残
留
農
薬
基
準
違
反 

（
第
十
三
条
第
三
項
） 

無
許
可
営
業 

（
第
五
十
五
条
第
一
項
） 

施
設
基
準
違
反 

そ
の
他
違
反 

衛
生
事
項 

品
質
事
項 

保
健
事
項 

件

数 
５ ０ ０ ０ ０ ３ ０ １ ４ ２  １５ 

※直ちに改善が図られるなどの軽微な違反及び一斉監視における違反などの件数は除く 
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４ 食中毒予防対策 

⑴  ノロウイルスやカンピロバクター食中毒予防対策 

大量調理施設やハイリスク食品提供施設などに対して、ノロウイルスとカンピロバクターの

食中毒予防対策を重点的に指導しました。 

    例年、大量調理施設の従事者を対象に開催していた食中毒予防講習会は、より多くの従事者

に知識を共有してもらうことを目的として、本市ホームページで視聴ができる動画を作成・公

開することで食中毒予防の啓発を行いました。 

⑵  新型コロナウイルス感染症の流行拡大を踏まえた食品衛生への対応 

飲食店などの許可施設にお持ち帰り（テイクアウト）などの販売状況を確認し、温度管理な

ど不適切な取扱いについては指導し、改善を図りました。 

 

５ 市内に流通する食品の拠点における食の安全確保 

    広島市中央卸売市場と広島市食肉市場における食品の安全性を確保するために、次の取組を行

いました。 

⑴ 広島市中央卸売市場 

   ア 早朝監視の実施 

     早朝監視を２３回実施し、フグなどの有毒魚介類の混入の有無や食品表示、保存温度を点

検しました。 

イ 違反食品の排除 

市場を経由して市内に流通していた違反食品はありませんでした。 

ウ 市場関係者との連携 

市場内の業者に対して、腸炎ビブリオやアニサキスの食中毒予防対策に関する情報提供を

するとともに、ＨＡＣＣＰによる衛生管理についての指導を行いました。 

⑵ 広島市食肉市場 

   ア と畜検査 

と畜場に搬入された牛や馬、豚、めん羊、山羊６１，３９７頭について、と畜検査員が一

頭ずつ検査し、うち２２８頭については、とさつ解体禁止や全部廃棄の措置を行いました。 

区分 牛 馬 豚 めん羊 山羊 合計 

と畜検査頭数 ７，８３６ ０ ５３，５２６ ２８ ７ ６１，３９７ 

とさつ解体禁止 ５ ０ ２ ０ ０ ７ 

全部廃棄 １２１  ０ １００ ０ ０ ２２１   

イ 自主衛生管理の促進 

食肉衛生検査所のと畜検査員が、と畜場の衛生管理について外部検証を行い、と畜場の衛

生管理責任者などに対して、ＨＡＣＣＰに基づく自主衛生管理の促進について指導を行いま

した。 
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６ 一斉監視 

⑴  夏期食品一斉監視 

夏期に多発する腸管出血性大腸菌やカンピロバクターなどの食中毒を防止するため、７月～

８月の２か月間、監視指導を重点的に行い、実施結果を本市ホームページで公表しました。 

⑵  冬期食品一斉監視 

食品の流通量が増加する年末とノロウイルス食中毒患者が最も発生する冬期における食中毒

を防止するため、１２月に監視指導を重点的に行い、実施結果を本市ホームページで公表しまし

た。 

⑶  大規模イベントなどの衛生監視 

フードフェスティバルなどの大規模イベントについて、事前に取扱品目の確認と衛生的な取

扱い指導を行うとともに、巡回指導を１５回実施しました。 

 

 ７ 危機発生時の対応 

  ⑴ 食中毒発生時の対応 

ア 食中毒発生状況 

     令和６年度は、４件（患者数は６３人）の食中毒が発生しました。 

食中毒の原因施設は営業禁止処分を行い、報道機関へ公表するとともに、本市ホームペー

ジに掲載し、市民及び食品等事業者への注意喚起に努めました。 

（ ）内は前年度の値 

   イ 食中毒の原因施設への対応 

家庭以外の食中毒の原因施設については、安全が確保されるまでの間、営業を禁止し、被

害の拡大防止を図るとともに、原因の究明と食材の廃棄、施設の消毒、従事者の検便、衛生

教育などの再発防止の指導を行いました。 

⑵ 苦情への対応 

     市民からの申出や食品等事業者からの報告は３７８件でした。食品や施設などに関する苦情

については、必要に応じて速やかに事実確認するとともに原因の究明と再発防止の指導を行い

ました。 

区分 

食品 施設 

有症苦情 
その他 

（※） 
合計 

異物混入 
カビ・腐敗 

・変質 

味臭色

の異常 

・安全性 
表示 その他 不衛生 

許可 

・その他 

件数  ４６ ７  ３３  １１  ２２  ３１  １６ １７７  ３５ ３７８ 

※Ｏ１５７などの感染症が疑われた情報提供に対する調査など 

病因物質 事件数 患者数 

細
菌 

カンピロバクター ０（4） ０(17) 

病原大腸菌 ０（0） ０(0) 

サルモネラ属菌 ０（1） ０(33) 

ノロウイルス ４（5） ６３(207) 

寄生虫（アニサキス） ０（2） ０(2) 

動物性自然毒（フグ毒） ０（1） ０(1) 

ウエルシュ菌 ０（0) ０(0) 

不明 ０（0） ０(0) 

総数 ４（13） ６３(260) 
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８ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理 

⑴ 導入状況の確認 

定期的な立入検査や営業許可の更新などの機会を通じて導入状況を確認しました。特に、食

中毒が発生した際に被害が広範囲に拡大するおそれがある大量調理施設や食品製造施設での導

入状況を重点的に確認し、必要に応じて指導しました。 

⑵ 対象施設への指導・助言 

リーフレットや厚生労働省が示した手引書により、対象施設への指導・助言を行うととも

に、小規模な飲食店に対する導入支援動画を作成し、広島市ホームページで公開しました。 

⑶ ＨＡＣＣＰに関する講習会 

市民や市内の食品等事業者からの依頼などにより、ＨＡＣＣＰの導入方法などを含めた講習

会を行いました。 

⑷ 相談窓口の設置 

広島市保健所にＨＡＣＣＰの相談窓口を設置し、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入や適切

に実施する際の相談に対応しました。 

 

Ⅴ 自主衛生管理の促進 

 １ 事業者の自主衛生管理の促進 

⑴  食品衛生責任者の設置 

    食品衛生責任者の設置が義務付けられている食品営業施設に食品衛生責任者の設置を指導し

ました。 

区分 令和６年度末 令和５年度末 

食品衛生責任者の設置率 ９８．０％ ９６．２％ 

⑵ 食品衛生責任者に係る講習会の実施 

食品衛生責任者養成講習会や食品衛生責任者実務講習会は、市長が指定・認定した講習会

で、一般社団法人広島市食品衛生協会が実施しました。 

講習会名 開催回数 受講者数 

食品衛生責任者養成講習会 ２９回 １，７６４名 

食品衛生責任者養成講習会

（ｅラーニング） 
－ ２９４名 

 

講習会名 開催回数 受講者数 

食品衛生責任者実務講習会 １６回 ５７９名 

  ⑶ 食品衛生功労者・優良施設の表彰 

食品衛生意識の向上を図るため、業界の指導育成などに顕著な功績があった個人を食品衛生

功労者として、また、他の模範となる良好な衛生管理を行っている施設を優良施設として表彰

しました。 

表彰名 食品衛生功労者 優良施設 

広島市生活衛生事業功労表彰 ２名 ５施設 

広島市保健所長表彰 ３名 １０施設 
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 ２ 関係団体との連携 

食品等事業者の自主衛生管理を推進するため、食品衛生指導員の活動を支援するとともに、食

中毒予防啓発を連携して実施しました。 

連携先 連携内容 

一般社団法人広島市食品衛生協会 

食品衛生指導員の活動支援 

（研修会への講師派遣、食品衛生に関する情報の提供） 

食中毒予防啓発（児童館などでの手洗い講習会） 

 

Ⅵ リスクコミュニケーションの推進（情報提供と意見交換） 

１ 食の安全・安心に関する情報の発信 

⑴ 食品安全情報センターによる情報発信 

ホームページやメールマガジン、リーフレットにより市民や食品等事業者に食の安全・安心

に関する情報や本市の食の安全確保のための取組を情報提供しました。 

また、６月１日から９月３０日の夏の食中毒予防期間には、本市ホームページやメールマガ

ジンなどにより市民や食品等事業者に情報提供し、食中毒について注意喚起しました。 

区分 実施内容 

ホームページ 食中毒の基礎知識や予防方法、発生状況などを掲載 

メールマガジン 
市民向けに「ひろしま食の安全・安心ニュース」を５回発行 

事業者向けに「広島市食品安全情報センターニュース」を５回発行 

リーフレット 保健所に配置 

⑵ 食品衛生に関する知識の普及 

   ア 食品取扱い施設への立入検査時のリーフレット配布 

監視指導時に最新の食中毒発生状況や食中毒予防対策などのリーフレットを配布し、食品

等事業者に食品衛生に関する正しい知識の普及に努めました。 

イ 広報紙への掲載や広報番組の放映 

区分 実施回数又は期間 

広報番組（テレビ） ２回 

市広報紙（市民と市政） ２回 

市民球場「食中毒予防啓発」アナウンス等 

・通年 

・（食中毒予防期間） 

６月１日から９月３０日まで 

デジタルサイネージの配信 
５月１６日から８月１５日まで 

１０月１６日から３月３１日まで 

   ウ 食品衛生講習会や市政出前講習会の開催 

対象者と講習内容 開催回数 受講者数 

食品関係営業者 

（動画配信を含む） 

食中毒予防 ５２ ２，４２４ 

自主衛生管理 ９ ４５９ 

その他 ６ １０２ 

市民 食中毒予防 ２４ １，３９９ 

合計 ９１ ４，３８４ 
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エ 小学校での「上手な手洗い授業」の実施 

区分 回数又は期間 

実施校 
２６校 

（５４クラス１，６０９名） 

実施期間 ６月６日から１１月２１日まで 

⑶ 食品リコール（自主回収）情報の提供 

市内では営業者からの自主回収報告が１２件あり、再発防止の指導を行いました。 

 

２ 市民や事業者との意見の交換 

⑴ 広島市生活衛生推進員活動の支援 

研修会への講師派遣や食品衛生に関する情報の提供などにより、広島市生活衛生推進員の活

動を支援しました。 

⑵ 食品衛生監視指導計画に関する市民からの意見募集 

令和６年度の食品衛生監視指導計画の策定にあたり、令和６年２月１日から２９日まで食品

衛生監視指導計画の案を本市ホームページ、保健所及び保健所分室で公表し、市民から意見を

募集しました。 

    

Ⅶ 担当職員の資質の向上 

１ 日常の業務における研修と研修会への参加 

日常の業務における研修として、新任者基礎研修や食中毒疫学研修などの内部研修を行いまし

た。また、ＨＡＣＣＰ指導者養成研修や食中毒疫学研修会などの外部研修に参加し、担当職員の

業務遂行のための資質の向上を図りました。 

 

２ 食品衛生に関する調査研究 

   食品の製造・加工技術の高度化、食品流通の広域化などに適切に対応するため、食品衛生の諸

課題に関する調査研究を行い、食品衛生監視員業績発表会などで発表しました。 

  【主な研究発表】 

   ・全ゲノム配列を用いた腸管出血性大腸菌Ｏ１５７菌株の複数解析手法による関連性の検討 

・一般飲食店に対するＨＡＣＣＰ導入指導の取組 

・２０２２年から２０２４年に広島市域で分離された Salmonella Enteritidis の分子疫学解析    

・亜硝酸根測定へのマトリックス検量線の応用について 

・生食用かきの保存条件の検証 



 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呉 市 保 健 所 

 

 

 
 

令和６年度 

呉市食品衛生監視指導計画に基づく 

実施結果 



令和６年度呉市食品衛生監視指導計画に基づく実施結果（概要） 

 

第１ 監視指導の範囲 

呉市内 

 

第２ 監視指導の期間 

     令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの１年間 

 

第３ 実施体制 

 監視指導体制 

実 施 機 関 実 施 内 容 等 

呉市保健所 

生活衛生課 

・監視指導計画及び食品衛生に関する各種施策の策定 

・食品衛生関係施設の監視指導及び食品等の収去検査 

・違反食品，苦情食品に係る調査及び対応 

・食中毒（疑いを含む。），有症苦情等に係る調査及び対応 

・食品の適正表示に係る監視，指導（衛生及び品質事項） 

・食品衛生関係従事者及び市民等への各種衛生講習会やリスクコミュニケーション 

の実施など食品衛生に関する啓発事業 

・食品関係施設における自主衛生管理推進のための支援及び指導 

環境試験センター 

及び 

登録検査機関 

・食中毒，有症苦情（ノロウイルス，食中毒起因菌等）の検査 

・食品の成分規格（食品衛生法に規定されている項目）検査 

・食品添加物，残留農薬，抗生物質等の検査  

・食品中の細菌検査 など 

   ＊平成２５年度から食品の試験検査業務の一部を食品衛生法に基づく厚生労働省登録検査機関に外部

委託している。 

       

第４ 関係機関との連携 

食中毒など食品衛生上の危害防止対策，安全・安心な食品の製造・流通を図るため，各種連絡協議

会・研修会に参加し, 国や広島県，広島市，福山市等との情報共有，意見交換を行った。 

また，食中毒や違反食品等の関連調査等の対応は関係機関と相互協力しながら実施し,食品表示に係

る監視・指導については，食品表示法等を所管する関係機関と連携して実施した。 

 

第５ 監視指導結果 

1 年間立入検査件数 

計画件数 立入総件数 達成率 改善勧告等（件） 行政処分（件） 

３，５００ ３，０５８  ８７．４％ ０ ０ 

・ 食品取扱い施設のうち，食中毒等危害発生の可能性が高い施設を重点的に監視指導した。 

 

２ 年間収去検査等実施件数（実施検体数として計上。下段の括弧内は輸入食品の内数） 

計画件数 実施件数 達成率 文書等指導件数 違反件数 

４００ 

（２０） 

３９５ 

（２４） 

９８．８％ 

（１２０．０％） 

１２ 

（０） 

０ 

(０) 

・ 市内において製造・流通している食品等の安全性の確認と安心を確保するため，食品中の微生物，



食品添加物，農作物等中の残留農薬等について収去（行政）検査を実施した。 

なお，結果不良の施設に対しては立入調査を行うとともに，指導書による現場指導を実施した。 

 

３ 一斉監視 （年間立入検査及び収去検査実施件数より期間分を再掲） 

（１） 夏期食品一斉監視（R６.７.１～８.３１） 

区  分 実施件数 文書等指導件数 行政処分 

立入検査   ４８９（１００） １０（０）    ０（０） 

区  分 実施件数 文書等指導件数 違反件数 

収去検査   ６４ ３    ０ 

※（ ）内は，監視に係る件数のうち，表示指導に係る件数を対象とした件数の内数 

・ 夏期に多発する食中毒等の食品による事故の未然防止を図るとともに，積極的に食品衛生の向上を 

図る見地から，食品取扱い施設に対して夏期一斉立入監視を実施した。 

     

（２） 年末食品一斉監視（R６.12.１～12.３１） 

区  分 実施件数 文書等指導件数 行政処分 

立入検査  ２４６（８７）     ９（８）   0（０） 

区  分 実施件数 文書等指導件数 違反件数 

収去検査   ５１     １     ０ 

  ※ (  )内は，監視に係る件数のうち，表示指導に係る件数を対象とした件数の内数 

・ 年末における食中毒等の未然防止及び多種類の食品が大量に流通することから，食品等の表示の信

頼性の確保を図る見地から，食品取扱い施設に対して年末一斉立入監視を実施した。 

 

（３） 夏期食中毒予防期間一斉監視（R６.６.１～９.３０） 

    ① 食品関連施設における食中毒防止の監視指導 

・ 夏期食品一斉監視の施設立入に合わせ，食品取扱い業者への食中毒予防に対する意識高揚と啓発を 

はかるため，ポスターやチラシ等の配布を実施した。 

区  分 実施件数 文書等指導件数 行政処分 

立入検査 9９６ 2１    ０ 

② 食中毒予防に係る啓発事業 

・ 期間行事の一つとして，市民及び食品取扱い業者に対して，食中毒予防に関する講習会を開催 

した。（令和６年6～９月 実施：２８回，受講者数：７４４名） 

 

  （４） 食品表示適正化推進月間一斉監視（R６.１２月） 

① 適正食品表示に係る監視指導 

・ 年末食品一斉監視の施設立入に合わせ，市内で製造・販売されている食品について，表示の確 

認を実施した。また大型量販店においては，食品表示法等を所管する関係機関と連携して立入

を実施した。 （実施件数等：年末一斉結果参照） 

② 適正食品表示に係る啓発事業 

・ １１～２月に市民及び食品取扱い業者に対して，食品の適正表示に関する講習会を開催した。 

 （ 実施：５回，受講者数：１７４名） 

 

 



第６ 重点監視指導項目 

  次表の食品等について，指導要綱等により重点的に監視指導を実施した。その他，成分規格のある

食品については，収去検査で適合を確認した。 

    特に冬期において，ノロウイルスによる大規模な集団食中毒事件が全国的に多発していることから，

給食調理場など大量調理施設の監視指導を強化した。 

 

食 品 群 指 導 要 綱 等 指 導 内 容 

生かき 

生かきの取扱いに関する指導要領 

（昭和５３年９月広島県制定） 

令和６年度「広島かき」重点指導方針 

かき作業場に対して，講習会を実施

し，収去検査等により，成分規格適

合を確認した。 

生食用食肉 
「生食用食肉」に関する規格基準 

（平成２３年１０月１日施行） 

生食用食肉に関する規制について，

その周知徹底を図った。 

ふ ぐ 
呉市ふぐの処理等に関する条例 

（令和4年４月１日施行） 

ふぐ・かき取扱施設，宴会場に対し

て，食中毒予防の指導を行い，食中

毒防止対策の強化を図った。 

集団給食， 

仕出し，弁当 

大量調理施設衛生管理マニュアル 

（平成９年３月厚生省生活衛生局長通知） 

食品衛生法施行規則（HACCPに沿った衛 

生管理） 

給食施設の一斉点検等を行い，給食 
施設での衛生管理及び取扱いを指
導した。また，大型仕出し，弁当施
設についても給食施設に準じて指
導した。 

広域流通食品 

食品等事業者に対する監視指導の強化に
ついて 
（平成１９年１２月１２日厚生労働省医薬
食品局食品安全部長通知） 
広域流通食品製造施設重点監視実施要領 
（平成２１年４月２４日広島県食品衛生 
室制定） 

広域流通食品製造施設に対して適
宜，農林部局と合同で立入調査を行
い，書類等の確認を行って適正表示
等を指導した。 

 

第７ 食中毒等健康被害発生時の対応 

呉市内における食中毒の発生状況（原因施設等が呉市外に所在する場合を除く。） 

区  分 発生件数 有症者数 死者数 

食中毒 

発生件数 

R４年度 ２（２） ３  ０ 

R５年度 ３（１）  ２４  ０ 

R６年度 ０（０） ０  ０ 

    ※（ ）内は，食中毒発生件数のうち，有症者数が５名以下の散発食中毒の内数 

   ・ 食中毒発生時には，「呉市食中毒処理要綱」に基づき，迅速かつ的確な調査を行い，原因究明を行 

うとともに，原因施設に対して，事件の拡大防止・再発防止対策を実施した。 

 

 

 



第８ 食品等事業者の自主的衛生管理の推進 

１ 食品衛生講習会の開催 

講習対象者 食品取扱い者 一般市民等 合 計 

実施回数（回） ４０ １２ ５２ 

参加人数（人） １，２２６ ２３３ １，４５９ 

・ 食品取扱い業者及び市民等に対して，食品衛生の向上を図る事業として各種衛生講習会を保健所の

主催あるいは依頼により実施した。 

・ HACCP制度化に向けた内容の講習会も実施した。 

 

 

 

 

 

２ 「広島県食品自主衛生管理認証制度」の活用 

食品取扱い業者の自主的な衛生管理の推進と市民の食生活の安全・安心の確保を目的として，広島

県において施行されている制度について，立入指導の際にその周知と普及に努めた。 

呉市での認証施設数（令和６年度末現在） 

業   種 認証施設数 

かき作業場 ３ 

菓子製造業（その他の菓子） ２ 

弁当・そうざい製造業 １ 

みそ製造業 １ 

ふりかけ類製造業 １ 

食品販売業 ５ 

【参 考】広島県認証対象業種：２１業態，県内１００施設が認証されている。（令和６年度末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対米輸出水産食品取扱認定施設の指導・育成 

呉市での対米輸出水産食品取扱認定施設（令和６年度末現在） 

施  設  数 監 視 回 数 

1 ５ 

・ 対米輸出水産食品取扱認定施設は，ＨＡＣＣＰに基づく衛生管理基準を満たすことが要件の一つで

「仲買業者であって「むき身したかき」若しくは「詰合せしたかき」を集荷して詰合せ，他に出荷す

る事業」，「菓子製造業（パン）」，「菓子製造業（和生菓子）」，「菓子製造業（洋生菓子）」，「菓子製造業

（その他の菓子）」，「弁当・そうざい製造業（配送，卸売り）」，「弁当・そうざい製造業（店頭売り）」，

「煮豆・佃煮製造業」，「加工のり製造業」，「鶏卵選別包装施設（GP センター）」，「食酢・加工酢製造

業」，「みそ製造業」，「ソース類製造業（ウスターソース類）」，「めん類製造業」，「ソース類製造業（そ

の他のソース類）」，「ふりかけ類製造業」，「漬物製造業」，「かき加工品（冷凍）製造業」，「食品販売

業」，「食肉販売業」，「魚介類販売業」 

※ ＨＡＣＣＰとは，食品の製造において発生しうる危害を分析し，その重要な行程を連続的に管

理することによって，全ての製品の安全性を保障しようとする衛生管理手法 



あるため，製造業者への立入，監視を実施し，適正な衛生管理の実施を確認した。 

 

 ４ アイスクリーム類の成分規格の自主管理 

アイスクリーム類製造業及び飲食店営業で製造したアイスクリーム類について，期間を定めて自 

主検査を指導し，自主管理を推進した。 

 

第9 関係者相互の情報交換及び意見交換（リスクコミュニケーション）の実施 

１ 市民への情報提供 

(1) 監視指導計画の公表 

令和６年度監視指導計画は，計画（案）作成後，呉市ホームページ（生活衛生課），各支所におい

て，意見募集し，令和６年３月末までに，呉市ホームページ（生活衛生課）への掲載により公表した。 

(2) 監視指導計画の実施状況の公表 

前年度の監視指導計画実施結果は，呉市ホームページ（生活衛生課）に毎年６月末までに公表した。 

 

２ 消費者への食品による危害発生防止のための情報提供 

    下記の方法等により，食品衛生に関する各種情報を提供した。 

(1) 食品の安全に関する情報等提供 

提供方法 ：呉市ホームページ（生活衛生課），市政だより等を通じた情報提供 

提供内容 ：食中毒予防，食品の安全に関する資料等 

(2) 消費者教育等 (食中毒予防，食品表示講習会等の実施)  

・ 市民等からの依頼・要望等を受け，現地に出向いて，食品衛生の向上について講習会を実施した。

（実施回数，参加者数：食品衛生講習会の開催を参照） 

 

３ リスクコミュニケーションの実施 

     食品に関わる者がそれぞれの立場から意見や情報を交換する場としての「リスクコミュニケー 

ション」を開催した。 

  実施日：令和７年３月１７日 

  テーマ：「HACCP普及に関する現状と課題」 

  参加者：食品衛生指導員等２８名 

  内 容：概要説明並びに意見交換 

 

第10 食品衛生に係る人材の育成及び資質の向上 

 １ 食品衛生責任者等自主管理を担う者の育成（呉市食品衛生協会と共催） 

・ 食品衛生責任者「養成」講習会の開催 

開催回数 受講人数 

４ １７９ 

＊食品営業施設等の自主衛生管理を推進するために設置が義務付けられている「食品衛生責任者」

を養成するための講習会を開催した。（講師：食品衛生監視員等） 

 

・ 食品衛生責任者「実務」講習会（再講習制度）の開催 

開催回数 受講人数 

４ ６７ 

＊すでに食品営業施設等に配置されている「食品衛生責任者」に対して，許可更新時に，より最新

の衛生知識や情報を提供することを目的とした講習会を開催した。（講師：食品衛生監視員等） 

 



・ 食品衛生推進員（食品衛生指導員）研修会の開催 

開催回数 参加人数（のべ） 

４ ９３ 

＊食品等事業者の食品衛生の向上に関する自主的な活動を促進するために呉市が委嘱した食品衛

生推進員（食品衛生協会に所属する食品衛生指導員）の資質向上を目的として講習会を開催した。

（講師：食品衛生監視員等） 

 

２ 食品衛生監視員等の資質向上等 

    保健所に在籍する食品衛生監視員等の資質向上や情報交換等により連携を深めること等を目的とし 

て，広島県や厚生労働省等が開催する研修会や会議に積極的に参加した。 

参 加 回 数 参加人数（のべ） 

４７ ６７ 
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